
  令和３年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  

（２）調査の対象および内容 

  ・調査対象 … 小学校第６学年（市内９校）360 人、中学校第３学年（市内６校）298 人 

  ・調査内容 … 教科に関する調査  

・小学校第６学年：国語、算数（各 45分） 

          ・中学校第３学年：国語、数学（各 50 分） 

          生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

・児童生徒に対する調査（20～40分程度） 

・学校に対する調査 

  ・調査期日 … 令和 3年 5月 27 日(木)  

 
２ 教科に関する調査の結果 

（１）標準学力調査の平均正答率 

      小学校第６学年                 中学校第３学年 

【国語】         【算数】             【国語】       【数学】           
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国語は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特

に、「話す・聞くこと」「読むこと」に課題が

ある。 
算数は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特

に、「測定」「数と計算」に課題がある。 

国語は滋賀県、全国平均と比べて上回る。

多くの項目で全国を上回っているが、「言

語文化」は全国を下回り、課題がある。 
数学は滋賀県、全国平均と比べて上回る。

多くの項目で全国を上回っているが、「図

形」は全国を下回り、課題がある。 
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（２）正答率が低かった問題 
① 小学校第６学年【国語】「読むこと」「思考・判断・表現」 

    四 相川さんは、【資料】を読み、面ファスナーが宇宙でも使われていることについてま

とめています。面ファスナーは、国際宇宙ステーションの中でどのように使われてい

ますか。次の条件に合わせて書きましょう。 

 ＜条件＞〇面ファスナーのよさを取り上げて、国際宇宙ステーションの中での使われ方につい

て書くこと。 

     〇【資料】から言葉や文を取り上げて書くこと。 

     〇五十字以上、七十字以内にまとめて書くこと。 

 

 

② 小学校第６学年【算数】「図形」「思考・判断・表現」 

（３） 次のような二等辺三角形があります。この二等辺三角形を４つ使い、右のような同

じ長さの辺どうしを合わせて、平行四辺形 ABCD をつくりました。 

    平行四辺形の面積の公式を使って、平行四辺形 ABCD の面積を求めます。 

    辺 BC を底辺としてときの面積の求め方を、式や言葉を使って書きましょう。そのと

き、平行四辺形 ABCD の高さをどのように求めたのかがわかるようにしましょう。 

    また、平行四辺形 ABCD の面積が何 c㎡になるかも書きましょう。 

２ 

３ 



 

 

③ 中学校第３学年【国語】 

「読むこと」「国語への関心・意欲・態度」 

    四【紹介】に   線部「様々に評価する」とあります 

     【文章の一部】では、「吾輩」は「黒」をどのように 

      評価し、どのような接し方をしていますか。また、 

      あなたは、そのような「吾輩」の接し方をどう思い 

      ますか。次の条件１と条件２にしたがって書きなさ 

      い。 

      なお、読み返して文章を直したいときは、二本線で 

      消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。 

 

  条件１ 【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価して 

いる表現を引用した上で、「吾輩」が「黒」にどの 

ような接し方をしていることが分かるのかを書くこ 

と。 

  条件２ 条件１のような「吾輩」の接し方について、あなたの考えを具体的に書くこと。 

 

３ 



 ④ 中学校第３学年【数学】「資料の活用」「数学的な見方や考え方」 

  （３）桃花さんは、気温差の度数分布表をもとに、横軸を気温差、縦軸を相対度数として度

数分布多角形（度数折れ線）に表した。気温差の度数分布多角形から、「日照時間が６時間以上の

日は、６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」と主張することができます。そのように

主張することができる理由を、気温差の度数分布多角形の２つの度数分布多角形の特徴を比較し

て説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 質問紙調査の結果 
（１）質問紙調査の肯定値 
  ①「肯定値」とは 

肯定値…４択の質問を対象に、各選択肢に次の配点で得点を与え、カテゴリー毎に算出した

平均値に 25 を掛けた値。 
 
 

＜求められる力＞ 
【国語】・話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えたり、資料を活用して自分の考え

が伝わるように話したりすることができる。 
・説明的な文章を読んで文章全体の構成を捉え、目的に応じて中心となる語や文を見つ

けて要約したり、文章と図を結びつけるなどして必要な情報を見つけたりすることがで

きる。 
・筋道の通った文章となるように文章全体の構成や展開を考えたり、目的や意図に応じ

て書き表し方を工夫したりしながら、自分の考えを主張する文章を書くことができる。 
【算数】・日常生活の問題を解決するために、示された場面を解釈し、必要な数量やその関係

を捉え、数学的に表現・処理することができる。 
・図形の計量について、図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉え

て、筋道を立てて説明することができる。 
・身の回りの事象について、統計的に問題解決するために、集めるべきデータを判断

したり、データを分類整理したり、表やグラフからデータの特徴や傾向を読み取っ

たりすることができる。 

(数学) 

８ 



 
 
 

       
 
  ② カテゴリー分類 
   Ⅰ 自己認識 ⇒「自尊心」「扶助」「充実感と向上心」 
   Ⅱ 学校環境 ⇒「学習環境」「学級環境」「ICT 活用」「規範意識」 
   Ⅲ 学習状況 ⇒「表現活動」「主体性」「対話」「汎用・活用」 
   Ⅳ 生活・学習習慣 ⇒「生活習慣」「学習習慣」 
      Ⅴ その他  ⇒「読書活動」「異文化理解」「地域参加」 
  
 ③ 小学校第６学年の肯定値 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

     
  

 
 
 
 
 

「対話」「扶助」「規範意識」の値が８割を超えて

良好である。「異文化理解」が４割未満である。

全国と比較すると、「規範意識」「地域参加」の値

が高く、「学級環境」「読書活動」「ICT 活用」に

課題がある。 

・最も肯定値が高い質問 

「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思

いますか」97.5 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか。」12.4 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

72.9（+14.8）  

 「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校

の授業の予習や復習を含む）」76.0（+2.0）  

 「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」97.2

（+1.7） 

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「あなたは学校で，コンピュータなどのＩＣＴ機器を，他

の友達と意見を交換したり，調べたりするために，ど

の程度使用していますか」20.1（-18.9）  

「あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学

級会で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決

方法を決めていますか。」62.7（-10.7） 
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最も望ましい／良好な選択肢（強い肯定） に「配点：４」 

次に望ましい／良好な選択肢（弱い肯定） に「配点：３」 

改善／配慮を要する選択肢（弱い否定）  に「配点：２」 

特に改善／配慮を要する選択肢（強い否定）に「配点：１」 

学
習
状
況

※各教科に関することや解答時間、 

コロナなどの質問は集計から除外。 
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 ④ 中学校第３学年の肯定値 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

     
  
 
 
 
（２）学力調査結果とのクロス集計 

質問紙調査における児童生徒が回答した選択肢別の算数（数学）の平均正答率 
 ① Ⅰ 自己認識                

「学校に行くのは楽しいと思いますか。」 
 

        

 
 

・学校が楽しいと感じている児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 

小学校第６学年 
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中学校第３学年 
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「扶助」「学習環境」「規範意識」「主体性」「対話」の値

が８割を超えて良好である。「異文化理解」が４割未満で

ある。全国と比較すると、「地域参加」の値が高く、「汎

用・活用」「ICT 活用」に課題がある。 

・最も肯定値が高い質問 

「友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞く

ことができていますか。」97.6 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか。」13.1 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

58.0（+14.3）   

「学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜

日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わ

っている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も

含む）」49.3（+7.5）  

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「あなたは学校で，コンピュータなどのＩＣＴ機器を，他

の友達と意見を交換したり，調べたりするために，ど

の程度使用していますか」20.5（-14.3）  

 「１，２年生までに受けた授業では，各教科などで学ん

だことを生かしながら，自分の考えをまとめたり，思い

や考えをもとに新しいものを作り出したりする活動を行

っていましたか。」49.6（-9.9）  
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 ② Ⅱ 学校環境 
   「５年生（１，２年生）のときに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間な

どになっていましたか。」 
 

      

 
 
 
③ Ⅲ学習状況 

    「５年生（１．２年生）のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいましたか。」 

        
    「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につ

なげることができていますか。」 
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・自分にあった教え方、教材、学習時間になっていたと感じている児童生徒ほど平均

正答率が高い傾向にある。 

・課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる児童生徒ほど平均正答

率が高い傾向にある。 
・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習

につなげることができている児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 



④ Ⅳ 生活・学習習慣 

    「朝食を毎日食べていますか。」 
 

  
 
    「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。」 
 

        
 

    「家で自分で計画を立てて勉強していますか。（学校の授業の予習や復習を含む）」 
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・朝食を毎日食べている児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 
・規則正しい生活など、基本的な生活習慣が身についている児童生徒ほど平均正答率が高

い傾向にある。 
・学習計画を立てて、家庭学習に取り組んでいる児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にあ

る。 

小学校第６学年 中学校第３学年 
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中学校第３学年 



⑤ Ⅴ その他 

    「あなたの家には、およそどれくらい本がありますか。（雑誌、新聞、教科書は除く）」 
 

       
 

    「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。」 
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・家に本がたくさん（２６冊以上）ある児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 
・地域や社会をよくするために何をすべきか考えている児童生徒ほど平均正答率が高く、小

学生ほどその傾向が強い。。 

小学校第６学年 中学校第３学年 

小学校第６学年 中学校第３学年 
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